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マイノリティへのヘイトスピーチをゆるさない
「人である人」集まろう　集会声明

2023年2月25日、私たちアイヌ民族、在日コリアン、部落民、琉球人、LGBTQ+、障が
い者、女性、在住外国人など、日本で「マイノリティ」とされる人々が札幌に集い、怒り
を分かち合いました。 政治家、官僚、大学教授など権力者による一連の差別・誹謗中傷発
言への怒り、悲しみ、悔しさを共有し、真に人権が尊重される社会の実現に向けて私たち
がどのように取り組んでいけばよいのか、そのビジョンを共有するために。

集いの直接のきっかけは、前総務大臣政務官の杉田水脈・衆議院議員の差別発言とその
おざなりな「謝罪」、そして杉田議員をかばい続ける与党の姿勢でした。こうした状況を
許してはいけない、と被害者である在日コリアン、アイヌ民族が救済を申し立て、2023年
秋には札幌と大阪の法務局が、杉田議員のインターネット投稿を人権侵犯だと認定し、
「啓発」を行いました。

しかし杉田議員は「既に（投稿を）撤回し、謝罪している」として居直り、差別したと
いう認識は「全くない」と発言するなど、謝罪が口先だけだったことを隠そうともしませ
んでした。それどころか、特定のマイノリティ個人を取り上げて批判を浴びせ、差別の加
害者ではなく被害者側に非があるかのような主張を展開しました。これはマイノリティの
人々の個人的な安全や心理的な安寧を直接脅かす非人道的な差別だと言わざるを得ませ
ん。

このような杉田議員は、政府高官として全く相応しくないのはもちろん、国会議員を名
乗る資格すら疑われます。しかし杉田議員は政府与党から事実上、何らの責任も問われず
今日も議員活動を続け、人権侵犯の被害者に対し、さらなる苦痛と憤りを与え続けていま
す。また、杉田議員の所属する自由民主党は、責任を追及するどころか、杉田議員を党の
重要なポストに就かせています。

なぜ杉田議員を重用し続けるのか？　繰り出される暴力的な言葉が、マイノリティに対
する日本の歴史的不正義を認めようとしない人々の耳目を引いて、それが政党支持につな
がる、と考えているのでしょうか？　しかし、法務当局から人権侵害認定を受けてなお差
別をエスカレートさせる人物にこのまま議員バッジをつけさせていたら、党自体も早晩、
差別主義集団とみなされるでしょう。議員本人が辞職を拒むなら、政党が比例名簿から除
名すべきです。

立法府の見識も問われます。日本は近年、ヘイトスピーチ解消法、部落差別解消法、障
害者差別解消法、アイヌ施策推進法など、差別解消に向けた法整備を進めてきました。し
かし杉田議員の人権侵犯認定後、国会はこの問題を議論していません。その姿は、これら
の差別禁止法を形だけの文書に貶めるものです。

杉田議員を重用し続ける政府与党の姿勢は、新たな不祥事が表面化するたびに、それ以
前の不祥事を忘れ去り、責任を取らせようとしないマジョリティ有権者の政治意識によっ



て支えられてきた、と言えるでしょう。政治家による差別発言をいま見過ごすことは、こ
の差別に承認を与え、第2、第3の杉田議員を生み出すことに他なりません。インターネッ
ト空間でのヘイトスピーチが事実上野放しになっている現代において、マイノリティの被
害者は、救済の望みのないまま、さらなる人権侵害にさらされることになります。このよ
うな状況をこれ以上看過することはできません。マイノリティの声を政治につなぎ、早急
に対策を講じさせる責務は、政府与党を選ぶ「マジョリティ」側にこそ課せられていま
す。

私たちは怒りと悔しさを分かち合い、差別を止めなければならないというメッセージを
岸田内閣に届けるため、2024年1月13日、再びここに集いました。差別をなくしたいと願
うこの社会のマジョリティも、差別問題の当事者としてこの場に加わりました。私たちは
この集会で、政府の差別への対応について深い不安を抱く状況を改めて確認しあいまし
た。

私たちは、アイヌの価値観である「アイヌ・ネノ・アン・アイヌ」に根ざし、この世の
すべてのものには大切な役割があるというアイヌの信念を再確認します。私たちは、世界
中のマイノリティと連帯し、すべての人々に尊厳と敬意をもって接することによっての
み、恒久的な平和を達成することができるという信念のもとに、私たちの政府と社会のシ
ステムが依拠する価値観を根本から問い直すために立ち上がります。今こそ、社会的差別
の問題性を批判的に検証し、それを撤廃するときです。

マイノリティの歴史を共有することから始めましょう。きょうここで集まっている私た
ちはマイノリティ、そして差別問題の責任を負うべきマジョリティとして、差別のない、
人権が尊重される社会が実現できるよう、お互いに団結することを誓います。私たちは連
帯し、差別的な発言が検証されることもなく、加害者が責任を問われることもない状況に
『ＮＯ！』を突きつけます。
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